
 

サンルダムにおける地域協働による 
湖岸緑化事業の取り組みについて 

 
 

旭川開発建設部 サンルダム建設事業所 ○坂口 昌平 

                          野呂 浩生        

                                      前田 章博 
 

 サンルダムにおいては、地元住民協力のもとサンルダム湖岸の緑化事業の一環として育苗し

た苗による「郷土の森づくり植樹会」を実施しており、平成２１年度の開催で１０年目を迎え

た。地域住民との連携による湖岸緑化事業として、毎年多くの方々に参加協力を頂き、事業を

継続することができたのは、事業所として地域行事や自治体主催のイベント等へ、積極的に参

加することにより地域の方々との交流が育まれてきたこともその要因と考えられる。 
 本発表は、サンルダムにおいて地域との連携・協働により、事業を実施している取り組みに

ついて報告するものである。 
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1.ダムの概要 2.地域と連携する湖岸緑化事業 

  
(1) 郷土の森づくり植樹会の実施  サンルダムは、天塩川水系名寄川支川サンル川下

川町北町地先に「洪水調節」「流水の正常な機能の

維持」「水道用水の供給」及び「発電」を目的とし

て台形CSGダム型式により、堤高４６ｍ、堤頂長３

５０ｍ、堤体積４９５千ｍ３の規模で建設を予定し

ている、日本最北の多目的ダムである。ダム建設予

定地の下川町は、森林面積が町全体の約９０％を占

める林業の町であり、全国１３市町村が指定されて

いる「環境モデル都市」としてバイオマスエネルギ

ーの開発等、二酸化炭素削減に取り組んでいる。サ

ンルダム建設事業所（以下「事業所」）では、この

様な地域特性を考慮し、地域行事へ積極的な参加を

含めた、地域に根ざした事業を目指している。 

 事業所では、下川町の雄大な自然を守り育てるた

め、ダム湛水池の常時満水位以上に位置する、牧草

地や土取場に伴い裸地化した土地を利用して、湖岸

緑化事業を行っている。その一環として「ダム建設

により失われる森を、地域住民の方々と協力して再

生したい」との思いで、住民参加型による「郷土の

森づくり植樹会」（以下「植樹会」）を、平成１２

年から毎年開催し、平成２１年までの１０年間で、

延べ約１，５００人が参加、１４，３１０本の苗を

植樹をしている。 
 

 

 

 
 

図-1 下川町の森林事業（下川町ＨＰより） 図-2 緑化計画平面図
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図-3 混播法のながれ 

 

 

(2) 植樹苗の育苗 

 植樹会で使用する苗の種は、貯水池周辺に自生し

ている樹木から採種することで、文字通り「郷土の

森づくり」として育苗している。当初は、事業所職

員が作業にあたっていたが、休日の撒水作業等が支

障となり、苗を枯らせてしまう場合があった。そこ

で、土日祝日における作業の必要性や、育苗作業の

特殊性を考慮し、現在では毎日安定して手作業によ

る育苗作業を行うことができ、かつ林業の知識を備

えている地元下川町において定年を迎えた町民が組

織する「下川町高齢者事業団」の協力を得ながら育

苗作業を行っている。 

育苗から植樹までの手順として、まず種が熟す秋

に１０種類程度採種して分別を行い、発砲スチロー

ルに腐葉土を敷き詰めて種を保護し、表面の乾燥防

止等のため、礫や砕石を被せて苗床を造成する。そ

して、冬を越して春の発芽を待ち、発芽した苗がポ

ットでの育苗に耐えうる大きさまで生育した段階で

６㎝又は９㎝ポットに移し替え、撒水を行い、更に

生長を促す。   

育苗作業は、事業所構内に育苗スペースとして設

けている「湖岸緑化苗場」において行い、容易に生

長過程を確認できる。ここで十分に育てた苗を、植

樹会において一般参加者の手により植樹を行うこと

となる。 

 

 

3.郷土の森づくり植樹会の開催 
 
(1) 植樹箇所の基盤整備 

植樹会までの準備作業として、まず植栽箇所の基

盤整備を行う。基盤整備は、湖岸緑化計画により植

樹箇所を選定し、直径３ｍ程度の植樹サークルを、

年度毎の植樹に必要な個数造成する。 

この植樹サークルは「生態学的混播・混植法」１)

に基づき、表土を剥いで土を均した後に、サークル

表面への外来種飛来防止や地表の乾燥防止、植樹後

の維持管理費軽減を目的とする、チップ材によるマ

ルチングを、表面に厚さ５㎝程度を敷き詰めて完成

する。マルチングに使用するチップ材は、付替道道

工事等により発生した、従来は廃棄物として処理さ

れていた枝葉や根を、細かく破砕することによりチ

ップ化し、有効利用を図っている。 

生態学的混播・混植法は「苗を植樹したあと、で

きるだけ自然任せにして、かつてその場所にあった

ような森を作っていく、誰にでもできる緑化方法」

であり、住民参加型の「郷土の森づくり」を目的と

した、植樹会のコンセプトと合致するものである。 

 

 
 

写真-1 植樹サークルと２００９年植樹会場全景 
 

 

(2) 植樹会参加者統計 

 植樹会場への来場者の交通手段としては、会場ま

での無料送迎バスを運行することで、どの年齢層の

参加者にも不便のないようにしており、世代を超え

た植樹会となるように心がけている。 

 植樹会開催告知については、前年前々年に参加し

てもらった方へ、開催月日や開催場所等を記載して

いる植樹会案内状を郵送しているほか、旭川開発建

設部ホームページ内でもお知らせし、広く周知して

いる。その結果、毎年多くの方の参加があり、町外

からの参加者も多いことがわかった。 

統計では、参加者全体の約７４％が下川町民であ

り、約２６％は町外からの参加者であった。その内

訳としては、約６％が名寄市、約２０％はその他市

町村からの参加となっている。   

今後も更に幅広く参加者を募ると共に、より参加

しやすい植樹会を目指し、多くの方にリピーターと

なってもらえるような取り組みとしていきたいと考

えている。 

 

 
 

図-4 植樹会参加者統計 
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①２００１年（植樹後１年目） ②２００２年（植樹後２年目）

③２００５年（植樹後５年目） ④２００９年（植樹後９年目）

植樹後、シカの食害にも負けずに１０ｃｍ

程度に生長。

他の樹種より生長の早いケヤマハンノキは、

５０ｃｍ程度に生長。

２００ｃｍ程度に生長。他の樹種は緩やか

に生長している。

奥の原生林と生い茂る雑草に囲まれなが

ら、郷土の森へと生長している。

 

図-5 植樹会案内状 

図-6 植樹苗の生長過程 
 

 

(4) 植樹苗の生長過程 

事業所では、植樹会参加者が記入した野帳を基に

植樹後の苗の状態を把握し、植樹苗の生長過程を確

認している。これにより、樹種毎に生長速度や適応

環境において差異は見られるが、定着率が高く生長

の早いケヤマハンノキを中心に、約７割以上の苗が

定着したことが分かった。 

 

 

(3) 生態学的混播・混植法による植樹作業 

苗の植樹方法は、植樹会当日に職員の実演を交え

た説明を行い、より参加者に覚えてもらえるよう努

力している。 
 定着しなかった苗は、植樹段階で苗長が短かった

苗や、ポット内の根が十分に張っていなかった苗と

思われ、また、サークル外に茂る丈の高い雑草によ

る日照不足から、植樹後の定着率が悪くなり、生長

が妨げられていた。 

苗は、生態学的混播・混植法により、２０種類以

上用意したポット苗から、１０種類１０個のポット

苗を自由に選び、植樹サークル内に思い思いに植え

てもらう。このことで、参加者それぞれのオリジナ

ルサークルが作れ、５年後１０年後自分の植えた苗

がどのように育っていくのか、という楽しみを持っ

てもらえると考えている。また、それぞれのサーク

ル毎に植樹する樹種の組み合わせが異なることから、

より自然林に近い環境を作ることができる。 

このことにより、育苗段階において、生態学的混

播・混植法による植樹環境に耐えるよう、十分に苗

を生長させてから植樹することが重要だと考える。 
 
(5) 植樹会終了後 

植樹終了後には、参加者に職員手作りの豚汁を提

供している。この豚汁は、下川町開催の地域行事に

おけるイベント等に参加して得た商品券等を充てる

ことで賄っている。また、子供連れの参加者のため

に、流木アート・石ころアートという遊戯スペース

を設け、昼食後に利用してもらっている。 

また、植樹した苗の生長過程を把握するため、各

サークル毎に野帳を配置して、植樹した苗の種類や

大きさ、植樹箇所等を参加者に記入してもらい、植

樹データとして保存することとした。 
 

植樹会は、地域に密着した湖岸緑化活動としてだ

けでなく、参加者にダム事業への理解と、森林保全

について学習・体験してもらう場としている。今後

も、下川町や名寄市等の天塩川流域市町村からはも

ちろんのこと、その他の市町村からも、更に新規参

加者を増やしていける様なＰＲ活動に取り組み、植

樹した苗が、地元の方以外にも広く愛される「郷土

の森」へと成長するよう、植樹会活動を継続してい

きたいと考えている。 

 
 

写真-2 植樹会の様子 
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(3) 流木アートと石ころアート 4.地域イベントへの積極的参加(うどん祭) 
  ブース内における体験コーナーとして、うどん祭

会場に来場している子供たちに、旭川開発建設部管

内の岩尾内ダムに堆積した流木や、付替道道工事現

場から出た伐採木、そしてサンル川から採集した川

砂利を利用した「流木アート・石ころアート」の遊

戯スペースを、植樹会開催時と同様に設けている。  

(1) うどん祭への参加・ブースの設置 

 下川町では、８月下旬の土日２日間に渡り「うど

ん祭」というふるさと祭が開催されている。これは

手延べうどんが名産である下川町の地域イベントで

あるが、事業所の取り組みとして、うどん祭開催会

場内に事業所専用のブースを設置させてもらい、植

樹会の参加受付の他、ダム効果や実施事業等のパネ

ル展示等を行っている。 

アートに必要な材料は、事業所職員が購入して用

意している。また、事前に作成した職員手作りのア

ートも展示しそれを参考にして自由に工作や彩色し

てもらうことで、ただの流木や石が子供たちの手に

より様々なものに生まれ変わる。現場から発生した

流木や川砂利に触れることにより、ダム周辺の自然

環境に興味を持ってもらいたいという思いで、職員

が作業の補助員となり子供たちと触れあっている。 

 

 

この取り組みにより、多くの子供たちが、サンル

ダムとサンルダムを取り巻く自然に興味を持ち、ダ

ムに対しての愛着を抱いてもらう一因となっていく

ことを期待している。 

 

 

 
写真-3 うどん祭会場のサンルダムブース 

 
 

 (2) サンルダム現地見学会の実施 
写真-5 流木アート・石ころアートの様子 

うどん祭開催期間中の来場者に、ダム事業の理解

を深めてもらうことを目的に、「サンルダム現地見

学会」として、会場からマイクロバスを運行し、職

員が工事概要等の説明を行い、普段関係者以外立入

禁止である、付替道道工事箇所等を案内している。   

 
 
(4) うどん祭に参加することによるＰＲ効果 

 
 うどん祭では、サンルダムブースの設置、サンル

ダム現地見学会の実施、流木アート・石ころアート

体験の他にも、下川町主催の玉入れ競争や百足競争

といった催事にも積極的に参加している。これによ

り、ダム事業のＰＲ効果だけでなく、来場者に事業

所職員の顔も覚えてもらうことで、地域に密着する

事業所を目指している。更に、うどん祭では町内外

から多くの人出があることから、より広く大きなＰ

Ｒ効果が期待できると考えている。 

また、うどん祭翌週に植樹会を控えていることか

ら現地見学会の行程に植樹会場を組み込んで、現地

を見ることで、湖岸緑化事業に興味を持ってもらえ

るようなＰＲ活動も同時に行っている。 
 

 

今後も、下川町において更に地域交流を深めてい

くため、うどん祭へ積極的に参加して事業のＰＲに

取り組んでいきたいと考えている。 

 

  
写真-4 サンルダム現地見学会の様子  

 写真-6 ブース内のダム事業パネルや手製の看板 
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5.地域イベントへの積極的参加（アイスキャンドル

ミュージアム） 

 

 
(1) 実行委員としての参加 

下川町では、前述したうどん祭の他にも毎年２月

下旬に「アイスキャンドルミュージアム（以下「ミ

ュージアム」）」という地域イベントが開催されて

いる。 
平成１８年度のミュージアム開催からは、下川町

民により組織している「アイスキャンドルミュージ

アム実行委員会」に事業所職員が実行委員として参

加しており、平成２１年度は職員のうち７名が実行

委員となっている。  
写真-8 アイスキャンドルへの点灯作業 実行委員の活動としては、行事の企画・運営はも

ちろんミュージアム会場内のアイスキャンドル点灯

作業や、ミュージアム開催期間中の土日において同

時開催される「アイスキャンドルフェスティバル」

の会場設営、催し物の準備・補助作業等を行ってい

る。 

 
 

(3) 事業ＰＲ以外の効果への期待 
ミュージアムでは、うどん祭の時のような事業Ｐ

Ｒは実施していない。また、構内をアイスキャンド

ルで飾る以外は、表立った活動を行っていないこと

から、形や成果として地域貢献の効果が見えにくい

活動である。しかしながら、仕事等でアイスキャン

ドルフェスティバルが開催される、土日２日間とも

参加できる実行委員は少ないため、両日参加できる

事業所職員は歓迎されている。また、実行委員とし

て参加することで、町民と接する機会が増え、より

事業所を身近に感じ、親近感を持ってもらえること

に繋がっていると考える。 

ミュージアム開催期間は、土日を含めた９日間と

なっているが、事業所職員の実行委員としての扱い

は、他の委員と同様にボランティアであって、公務

での参加とはなっていない。これは「サンルダム建

設事業所職員として」というよりも「下川町民の一

員として」携わっていると、感じることができる取

り組みであると考える。 
 

 

前述した、うどん祭による「直接的な」事業のＰ

Ｒはもちろんのことながら、町内外から集客力のあ

るイベントへ、積極的に参加することにより、更に

多くの方にサンルダムを認知してもらうという「間

接的な」ＰＲも重要であると考える。 
今後も、今までの地域交流も継続しながら、より

良い方策を探りながら、地域との距離を近づけてい

きたい。 
 

 

 
写真-7 アイスキャンドルフェスティバル会場 

 
 
(2) 事業所での取り組み 

フェスティバル開催期間中は、町全体がアイスキ

ャンドルで彩られる。そのため、事業所構内におい

ても、職員が作成したアイスキャンドルを、事業所

の看板周りや玄関付近に並べ、飾り付けも行ってい

る。 
作業は勤務時間外に行うことから、夜間の気温が

マイナス３０℃にも達する下川町では、寒さと闘い

ながらの作業となる。 
 

写真-9 会場内に設置したアイスキャンドル 
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6.下川町内の緑化事業への参加 7.今後の地域協働による湖岸緑化事業の発展 
  
 事業所では、下川町役場や、下川町内の上川北部

森林管理署主催の植樹行事についても、地域連携の

一環として積極的に参加している。 

湖岸緑化事業が「郷土の森」となるため、より多

くの方が植樹会に参加してもらえるよう、取り組む

ことが必要だと考えている。また、今後も地域交流

としてのＰＲ活動や地域貢献等を、事業所の取り組

みとして継続していきたいと考えている。 
 内容としては、台風被害のあった地域の森林再生

活動や、下川町の町木であるトドマツの間伐、町有

林整備事業の一環としてのアカエゾマツ植樹等であ

り、小学生や中高生、地元住民とともに下川町の緑

化活動を実施している。 

以上、サンルダムにおける地域協働による湖岸緑

化事業等について報告した。今後も、継続的に地域

行事等へ積極的に参加し、地域との連携を深めてい

くほか、地元自治体とも協力し合い、湖岸緑化事業

のみならず、サンルダム建設事業の理解を得ながら

事業を進めていきたいと考えている。 
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写真-10 下川町・森林管理署共催七尺ニレ植樹会 
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